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  ■江南市議会議員 市政レポート ２０２０年５月号■ 

 

 

                                         

 

 

 

 

＜市議会 ３月定例会報告＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆ 各議員の採決態度（敬称略・順不同） ◆◆◆ 

 

 

 

      

 

 

賛成 

（６人） 

牧野 圭佑／古池 勝英／宮地 友治／片山 裕之／尾関 昭／山 としひろ 

※牧野、尾関、山が賛成討論を行った。 

反対 

（11人） 

河合 正猛／宮田 達男／長尾 光春／田村 徳周／鈴木 貢／野下 達哉／

石原 資泰／堀 元／大薮 豊数／中野 裕二／東猴 史紘 

退席 

（４人） 

伊藤 吉弘／岡本 英明／掛布 まち子／三輪 陽子 

※稲山明敏は議長のため採決に加わらず。 

 

市議会が副市長人事案を否決！問われる説明責任 

江南市議会は３月定例会の最終日（３月 18 日）、新しい副市長の人事案を反対多数で否決

しました。私、山 としひろは賛成討論（下記）を行った上で、賛成しました。市長提案の人事案

が否決されたのは極めて異例です。これにより、４月１日から副市長が不在となっています。 

佐藤和弥・副市長の任期満了（３月 31 日）に伴い、後任として武田篤司氏（当時、経済環境

部長）の選任が提案されました。これに対して、４人の議員が質疑を行いましたが、武田氏の

資質を問う質疑はほぼありませんでした。そして、反対討論した議員は１人もいませんでした。 

議場で一切理由を述べることなく反対しておきながら、市民への説明責任を果たすことが 

できるのか、はなはだ疑問です。 

 

人事案は重い案件であり、議員は賛否について市民への説明責任がある。市長を

支える副市長の役割は大変重要だ。４人の議員の議案質疑で、武田氏に対する資質

を問う内容はほとんどなかったので、武田氏に瑕疵はないということだ。 

武田氏はかつて行政経営課長として、スーパー課長と言われた。自分の主義主張

と（市長のそれが）違うからといって（人事案に）反対するのは、理由にならない。

副市長選任の先送りを求める意見もあるが、それは条例を改めないとできない。 

10 万人都市の組織に副市長は必要であり、新型コロナウイルスの危機の中で、

副市長の空白期間があってはならない。副市長案の否決は市長への不信任に   

値する。議会は冷静な判断をすべきであり、議員は政策論議をすべきであることを

強調し、賛成討論とする。 

賛
成
討
論 

要
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【山 としひろ 略歴】  

1979 年 12 月 江南市生まれ 現在４０歳 

江南市議会議員 当選４回（通算１４年目） 

社民党所属 市議会副議長などを歴任 

個別指導の学習塾「五条川ゼミ」 経営 

 

【市議会議員 山 としひろ 事務所】 

〒483-8332 江南市飛高町門野 168 

Tel: 0587-55－4739   

Fax: 0587-50－7998 

E-mail: info@yamatoshihiro.com  

URL: http://www.yamatoshihiro.com 
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【市議会本会議 一般質問】    子どもの貧困問題で論戦 

独自調査と対策計画の早期策定を！！ 
子どもの相対的貧困率は 2015年時点で 13.9％

（厚労省発表）と依然高水準で、およそ７人に１人

（全国で約 270万人）が貧困な暮らしを強いられて

います。その中でも、ひとり親家庭の子どもの貧困

率は 50.8％と突出しています。現在、新型コロナ

ウイルスの感染拡大によって、経済的に苦しい家

庭と子どもの生活が一層ひっ迫しています。 

私が「子どもの貧困問題」を初めて議会質問で

取り上げたのは約 10年前。当時と比べると、貧困

問題に対する社会全体の意識が高まってきたも

のの、自分の地域の問題として受け止める向きは

まだ少ないです。というのは、貧困の実態が見え

にくく、身近な貧困の存在を認識することが難しい

からです。 

昨年、「子どもの貧困対策法」が改正され、都道

府県のみならず、市区町村も貧困対策計画を策

定するよう努力義務が課されました。そこで、江南

市独自の「貧困調査」を実施し、「貧困対策計画」

を策定するように提案しました。 

そもそも、子どもの貧困は、子どもの発達や安

定した生活を送る権利が侵害された人権問題で

す。調査を行うことで、貧困のリアルな実態を把握

するとともに、現在行っている施策の効果や、支

援が確実に届いているかを検証することができま

す。客観的データは貧困対策を進めるための説得

材料になって、市の組織全体の意識変革につな

がります。 

これに対して、市側の答弁は「現時点で調査の

実施や計画策定の予定はない。事業の実施につ

いては、県の『子どもが輝く未来へのロードマップ』

に基づき検討している」と消極的なものでした。 

江南市は市民に最も身近な公的機関であるか

らこそ、貧困問題に最も敏感であるべきです。子ど

もや子育て家庭が生きやすいまちを作っていきま

しょう。引き続き、困っている人に寄り添う政策を

積極的に提案していきます。 

［こんなことを提案しました！］ 

⚫ 生活困窮世帯の子どもを対象とした「無料

学習支援」を実施する。基礎学力の定着を

図り、高校進学をめざす。 

⚫ 国が昨年示した「子供の貧困対策に関する

大綱」に掲げられた重点施策は、多岐に渡

っている。庁内横断的な組織を設置する。 

⚫ 児童扶養手当の現況届の手続きの際、ファ

イナンシャルプランナーによる「家計相談」

を実施する。

  

新型コロナウイルス問題について、 

ご意見・ご要望をお寄せください！ 

mailto:info@yamatoshihiro.com
http://www.yamatoshihiro.com/

